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特　集

 広報にちなん令和２年４月　  23　  広報にちなん令和２年４月

み
ん
な
で
、
や
ら
い
や
！

【
日
野
郡
公
設
塾
】
ま
な
び
や 

縁
側 

〜EN
G
A
W
A

〜 

オ
ー
プ
ン

　
日
南
町
、
日
野
町
、
江

府
町
の
日
野
郡
３
町
が
設

置
す
る
公
設
塾
「
ま
な
び

や 

縁
側  

〜EN
G
A
W
A

〜 

」
が
４
月
中
旬
に
プ

レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
公
設
塾
と

は
、ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

「
ま
な
び
や
　
縁
側
」
は

ど
ん
な
想
い
を
も
っ
て
ス

タ
ー
ト
す
る
の
か
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

日野郡公設塾のコンセプト『ＡＣＴＩＯＮ』
A→AmbitionA→Ambition 大志を抱く
つながりが生まれるこの場所で、自分のキャリア＝生き方を考えていこう。

C→ChatC→Chat 雑談/対話
学校での出来事やニュース、読んだ本、見た映画、勉強、恋バナetc…
なんでも話そう。なんでも聴こう。

T→ThoughtT→Thought 行動のための思考力
現代社会を生き抜くには自分で何かを生み出す力が必要。地域の課題を自分で
考え行動し、解決してみよう。

Ｉ→IntelligenceＩ→Intelligence 知識を学ぶ
今のうちに基礎知識、自立学習の習慣を身に着けておこう。知識は自分を守
り、可能性を広げてくれるものだから。

ON→OnlineON→Online つながりをつくる
「まなびや縁側」は地域と深くつながっている場所。ここでいろんな人と出会
い、自分の、そして地域の未来を描いていこう。

①縁つなぎの場所
②ヒトモノ情報との関わりから、自分を知り、将来を考える場所
③縁側のように、空間・関係性の分断が曖昧な場所
　（3町、年齢、立場などの概念がなく対等に語り合える空間）

ま
な
び
や
縁
側

〇受講案内
開 講 日：月～金(講座内容によっては、土曜日開講あり)
開講時間：16：00～21：00
場　　所：日野町山村開発センター内(ＪＲ根雨駅前）
対 象 者：日野郡在住の高校生、日野高校生
受 講 料：月額５,０００円
　　　　　※令和２年度４、５月はお試し期間として
　　　　　　無料で利用できます。
問合せ先：日南町教育委員会
　　　　　TEL 82-1118 / FAX 82-0116

学習イメージ（一例）

宿題や課題、授業の予習・復習など、
自分が今取り組みたいことを深める時
間。必要に応じて講師がサポート。

16：00～18：00 自立学習

講師が生徒のニーズに合わせてサポー
トを行います。
例）AO入試・推薦入試・入試・就職
試験対策、地域学習、進路相談、学校
で取り組んでいる学習へのアドバイス
など…。

18：00～20：00 個別指導

学んだことをさらに深める時間。自分
の時間を有効に使って、成長につなげ
よう！

20：00～21：00 自立学習

〇
日
野
郡
公
設
塾
の
特
色

「
や
り
た
い
！
」
を
カ
タ
チ
に

★
生
徒
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
シ
ス
テ
ム
。

　個
別
指
導
で
学
び
た
い
こ
と
を
深
め
ら
れ
る
。

・
授
業
の
振
り
返
り
、
苦
手
な
と
こ
ろ
の
再
確
認

・
繰
り
返
し
学
習
で
弱
点
を
強
み
に

・
定
期
試
験
、
入
試
等
へ
の
対
策

・
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
に
欠
か
せ
な
い

　
「
体
験
」
の
機
会
を
提
供

★
学
校
で
は
出
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
や

　全
国
で
活
躍
す
る
人
を
招
い
た
特
別
講
座
を

　開
催
。

　ふ
る
さ
と
を｢

学
び
フ
ィ
ー
ル
ド｣

に
！

　地
域
資
源
を
使
っ
た
課
題
解
決
学
習
。

・
多
彩
な
外
部
講
師

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
課
外
活
動
等
、
高
校
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

　
サ
ポ
ー
ト

※

Ａ
Ｏ
入
試･･･

Ａ
Ｏ
入
試
と
は
、
面
接
や
小
論
文
、
志
望
動
機
や
学
部
・

　
　
　
　
　
　
　
学
科
の
適
性
、
入
試
後
の
意
欲
な
ど
で
総
合
的
な
人
物
評

　
　
　
　
　
　
　
価
を
行
っ
て
選
抜
す
る
方
法
で
す
。

※
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【
家
庭
内
で
注
意
す
る
こ
と
】

①
リ
ビ
ン
グ
（
居
間
）

　家
庭
内
で
の
転
倒
事
故
の
多
く
は
リ
ビ

ン
グ
、
廊
下
、
玄
関
で
起
き
て
い
ま
す
。

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
端
は
浮
か
な
い
よ
う
に

　留
め
る

・
マ
ッ
ト
の
下
に
は
滑
り
止
め
を
敷
く

・
新
聞
紙
や
チ
ラ
シ

　を
床
の
上
に
放
置

　し
な
い

・
高
齢
者
が
通
る
動

　線
上
に
電
源
コ
ー

　ド
を
引
か
な
い

②
廊  

下

　廊
下
と
部
屋
の
段
差
は
高
齢
者
が
つ
ま

ず
き
や
す
い
場
所
で
す
。

・
「
段
差
解
消
ス
ロ
ー
プ
」
を
設
置
す
る

　な
ど
し
て
少
し
で
も
転
倒
リ
ス
ク
を
減

　ら
す

・
夜
間
、
足
元
を
照
ら

　す
照
明
を
つ
け
て
段

　差
な
ど
の
障
害
物
を

　確
認
し
や
す
く
す
る 

③
階  

段

　筋
力
が
弱
く
、
平
衡
感
覚
が
低
下
し
た

高
齢
者
は
階
段
を
降
り
る
と
き
転
落
事
故

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
滑
り
や
す
い
ス
リ
ッ
パ
を
履
か
な
い

・
階
段
の
途
中
に
障
害
物
を
置
か
な
い

・
手
す
り
を
設
置
す
る

・
階
段
に
滑
り
止
め
を
付
け
る

【
外
出
時
に
注
意
す
る
こ
と
】

①
道  

路

・
わ
ず
か
な
凸
凹
や
段
差
で
も
つ
ま
ず
き

　や
す
い
の
で
ス
ロ
ー
プ
の
あ
る
安
全
な

　場
所
を
通
る

・
雨
の
日
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
横
断
歩
道
の

　白
線
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
雨
の
日
は

　滑
り
に
く
い
靴
を
履
く

②
店
舗
な
ど
の
駐
車
場

・
駐
車
場
の
車
止
め
は
気
づ
き
に
く
く
、

　つ
ま
ず
き
や
す
い
の
で
定
め
ら
れ
た
歩

　行
者
用
通
路
を
通
る

③
店
舗
入
口

・
店
舗
入
口
の
混
雑
や
障
害
物
に
注
意
す

　る
・
雨
の
日
は
滴
で
濡
れ
て
い
る
の
で
ス
ロ
ー

　プ
や
傘
立
て
の
近
く
で
は
注
意
す
る

④
店
舗
内

・
鮮
魚
、
冷
凍
食
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
冷
凍

　機
が
あ
る
場
所
で
は
床
が
濡
れ
て
い
る

　の
で
注
意
す
る

・
青
果
コ
ー
ナ
ー

　で
は
野
菜
く
ず

　が
落
ち
て
い
る

　と
滑
る
原
因
と

　な
る
の
で
注
意

　す
る 

◆
餅
に
よ
る
窒
息
事
故

　
高
齢
者
は
歯
の
機
能
が
衰
え
、
噛
む
力

も
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
口
の
中
で
食
べ

物
を
噛
み
砕
い
て
小
さ
く
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
唾
液
の
分
泌
量
が
減
り
、
飲
み

込
む
力
も
弱
く
な
る
の
で
食
べ
物
を
ス

ム
ー
ズ
に
喉
の
奥
に
送
り
、
飲
み
込
む
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
万
一
、
食
べ
物
が
喉
に
つ
ま
っ
た
と

き
、
咳
な
ど
で
押
し
返
す
力
も
弱
く
な
っ

て
い
る
た
め
高
齢
に
な
る
と
窒
息
事
故
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

【
餅
の
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

・
餅
は
小
さ
く
切
っ
て
お
く

・
先
に
お
茶
や
汁
物
を
飲
ん
で
喉
を
潤
し

　て
お
く

・
餅
は
よ
く
噛
ん

　で
唾
液
と
よ
く

　混
ぜ
合
わ
せ
て

　か
ら
飲
み
込
む

◆
入
浴
中
の
事
故

　
高
齢
者
の
溺
死
の
う
ち
７
割
は
浴
室
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
血
圧
を
正
常
に
保
つ
機

能
が
低
下
し
寒
暖
差
な
ど
で
急
激
な
血
圧

変
動
が
起
こ
り
、
脳
内
の
血
流
量
が
減
少

し
意
識
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
入
浴
中
に
起
こ
る
と
溺
水
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
特
に
、
熱
い
浴
槽
内
か
ら
急
に
立
ち
上

が
っ
た
と
き
に
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
を

起
こ
す
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

食
後
や
飲
酒
後
も
血
圧
低
下
を
起
こ
し
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

【
入
浴
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

・
入
浴
前
か
ら
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
て

　お
く
（
お
湯
を
は
る
際
に
、
ふ
た
を
開

　け
て
お
く
）

・
湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
つ
か
る
時
間

　は
10
分
を
目
安
に

・
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

・
食
後
、
飲
酒
後
、
医
薬
品
服
用
後
の
入

　浴
は
避
け
る

・
入
浴
前
に
同
居
者
に
一
声
か
け
る

・
同
居
者
は
入
浴
中
の
高
齢
者
の
動
向
に

　注
意
す
る

【
入
浴
中
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
】

・
浴
槽
内
で
意
識
障
害
を
発
見
し
た
と
き

　は
顎
を
風
呂
蓋
に
乗

　せ
て
水
没
を
防
ぐ

・
湯
栓
を
抜
く

・
力
が
あ
れ
ば
浴
槽
か

　ら
搬
出
し
救
急
車
を

　要
請

・
力
が
な
け
れ
ば
搬
出

　せ
ず
救
急
車
を
要
請

　国内で新型コロナウイルス感染が続いています。先月号でもお知らせしましたが今一度、感染防止
対策の徹底をお願いします。
①マスクの着用
　人が集まる場所ではマスクを着用しましょう。特に咳が出る人、発熱のある人はマスクを着用し
外出は控えましょう。
　（現在、市販のマスクが入手しにくくなっていますが、インターネットで手作りマスクの型紙等
も公開されています。手作りでおしゃれなマスクを作ってみてはいかがでしょうか。）

②手洗い
　ドアノブや手すりなどに触れることにより手にウイルスが付着している可能性があります。帰宅
したらすぐに流水と石けんでよく手洗いしましょう。家庭でもタオルの共用を避け、個人のタオル
やペーパータオルを使用しましょう。

③手指消毒
　アルコールを含む手指消毒薬が有効です。手にまんべんなく摺りこんでください。

④咳エチケット
　他人に感染させないよう、咳やくしゃみをするときはマスクを着用するか、マスクがないときは
ティッシュやハンカチで口と鼻を覆いましょう。なにもないときには上着の内側や袖で口や鼻を覆
いましょう。

⑤強い免疫を維持する
　強い免疫を維持するため十分な栄養・休養・睡眠をとり適度な運動を行い、ストレスをためない
ようにしましょう。
　春は空気が乾燥し喉の粘膜の防御機能が低下します。加湿器などを使って適度な湿度（50～
60％）を維持しましょう。

◆
転
倒
・
転
落

　
　

　
高
齢
に
な
る
と
筋
力
が
衰
え
る
た
め
、

わ
ず
か
な
段
差
で
も
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
平
衡
感
覚
も
低
下

す
る
の
で
階
段
や
脚
立
等
の
高
い
場
所
か

ら
の
転
落
事
故
も
起
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
老
眼
や
白
内
障
な
ど
の
影
響

で
視
力
が
低
下
す
る
と
足
元
が
見
え
に
く

く
な
り
、
転
倒
・
転
落
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
は
脳
卒
中
の
後
遺

症
、
認
知
症
等
の
疾
患
や
服
用
し
て
い
る

医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
っ
て
ふ
ら
つ
き
や

立
ち
く
ら
み
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
防
ご
う
、
高
齢
者
の
事
故

役
場
総
務
課
　
T
E
L
　
８
２

－

１
１
１
１

問

１
「
転
倒
・
転
落
」

２
「
誤
嚥
等
の
不
慮
の
窒
息
」

３
「
不
慮
の
溺
水
」

　
こ
れ
ら
の
順
に
多
く
見
ら
れ
、「
交
通

事
故
」
に
よ
る
死
亡
者
数
よ
り
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者

本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
で
見
守
っ
て
い

る
家
族
な
ど
も
一
緒
に
な
っ
て
対
策
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
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高
齢
者
の
不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は

新型コロナウイルス感染の蔓延に備えて



【
家
庭
内
で
注
意
す
る
こ
と
】

①
リ
ビ
ン
グ
（
居
間
）

　家
庭
内
で
の
転
倒
事
故
の
多
く
は
リ
ビ

ン
グ
、
廊
下
、
玄
関
で
起
き
て
い
ま
す
。

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
端
は
浮
か
な
い
よ
う
に

　留
め
る

・
マ
ッ
ト
の
下
に
は
滑
り
止
め
を
敷
く

・
新
聞
紙
や
チ
ラ
シ

　を
床
の
上
に
放
置

　し
な
い

・
高
齢
者
が
通
る
動

　線
上
に
電
源
コ
ー

　ド
を
引
か
な
い

②
廊  

下

　廊
下
と
部
屋
の
段
差
は
高
齢
者
が
つ
ま

ず
き
や
す
い
場
所
で
す
。

・
「
段
差
解
消
ス
ロ
ー
プ
」
を
設
置
す
る

　な
ど
し
て
少
し
で
も
転
倒
リ
ス
ク
を
減

　ら
す

・
夜
間
、
足
元
を
照
ら

　す
照
明
を
つ
け
て
段

　差
な
ど
の
障
害
物
を

　確
認
し
や
す
く
す
る 

③
階  

段

　筋
力
が
弱
く
、
平
衡
感
覚
が
低
下
し
た

高
齢
者
は
階
段
を
降
り
る
と
き
転
落
事
故

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
滑
り
や
す
い
ス
リ
ッ
パ
を
履
か
な
い

・
階
段
の
途
中
に
障
害
物
を
置
か
な
い

・
手
す
り
を
設
置
す
る

・
階
段
に
滑
り
止
め
を
付
け
る

【
外
出
時
に
注
意
す
る
こ
と
】

①
道  

路

・
わ
ず
か
な
凸
凹
や
段
差
で
も
つ
ま
ず
き

　や
す
い
の
で
ス
ロ
ー
プ
の
あ
る
安
全
な

　場
所
を
通
る

・
雨
の
日
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
横
断
歩
道
の

　白
線
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
雨
の
日
は

　滑
り
に
く
い
靴
を
履
く

②
店
舗
な
ど
の
駐
車
場

・
駐
車
場
の
車
止
め
は
気
づ
き
に
く
く
、

　つ
ま
ず
き
や
す
い
の
で
定
め
ら
れ
た
歩

　行
者
用
通
路
を
通
る

③
店
舗
入
口

・
店
舗
入
口
の
混
雑
や
障
害
物
に
注
意
す

　る
・
雨
の
日
は
滴
で
濡
れ
て
い
る
の
で
ス
ロ
ー

　プ
や
傘
立
て
の
近
く
で
は
注
意
す
る

④
店
舗
内

・
鮮
魚
、
冷
凍
食
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
冷
凍

　機
が
あ
る
場
所
で
は
床
が
濡
れ
て
い
る

　の
で
注
意
す
る

・
青
果
コ
ー
ナ
ー

　で
は
野
菜
く
ず

　が
落
ち
て
い
る

　と
滑
る
原
因
と

　な
る
の
で
注
意

　す
る 

◆
餅
に
よ
る
窒
息
事
故

　
高
齢
者
は
歯
の
機
能
が
衰
え
、
噛
む
力

も
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
口
の
中
で
食
べ

物
を
噛
み
砕
い
て
小
さ
く
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
唾
液
の
分
泌
量
が
減
り
、
飲
み

込
む
力
も
弱
く
な
る
の
で
食
べ
物
を
ス

ム
ー
ズ
に
喉
の
奥
に
送
り
、
飲
み
込
む
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
万
一
、
食
べ
物
が
喉
に
つ
ま
っ
た
と

き
、
咳
な
ど
で
押
し
返
す
力
も
弱
く
な
っ

て
い
る
た
め
高
齢
に
な
る
と
窒
息
事
故
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

【
餅
の
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

・
餅
は
小
さ
く
切
っ
て
お
く

・
先
に
お
茶
や
汁
物
を
飲
ん
で
喉
を
潤
し

　て
お
く

・
餅
は
よ
く
噛
ん

　で
唾
液
と
よ
く

　混
ぜ
合
わ
せ
て

　か
ら
飲
み
込
む

◆
入
浴
中
の
事
故

　
高
齢
者
の
溺
死
の
う
ち
７
割
は
浴
室
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
血
圧
を
正
常
に
保
つ
機

能
が
低
下
し
寒
暖
差
な
ど
で
急
激
な
血
圧

変
動
が
起
こ
り
、
脳
内
の
血
流
量
が
減
少

し
意
識
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
入
浴
中
に
起
こ
る
と
溺
水
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
特
に
、
熱
い
浴
槽
内
か
ら
急
に
立
ち
上

が
っ
た
と
き
に
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
を

起
こ
す
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

食
後
や
飲
酒
後
も
血
圧
低
下
を
起
こ
し
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

【
入
浴
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
】

・
入
浴
前
か
ら
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
て

　お
く
（
お
湯
を
は
る
際
に
、
ふ
た
を
開

　け
て
お
く
）

・
湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
つ
か
る
時
間

　は
10
分
を
目
安
に

・
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

・
食
後
、
飲
酒
後
、
医
薬
品
服
用
後
の
入

　浴
は
避
け
る

・
入
浴
前
に
同
居
者
に
一
声
か
け
る

・
同
居
者
は
入
浴
中
の
高
齢
者
の
動
向
に

　注
意
す
る

【
入
浴
中
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
】

・
浴
槽
内
で
意
識
障
害
を
発
見
し
た
と
き

　は
顎
を
風
呂
蓋
に
乗

　せ
て
水
没
を
防
ぐ

・
湯
栓
を
抜
く

・
力
が
あ
れ
ば
浴
槽
か

　ら
搬
出
し
救
急
車
を

　要
請

・
力
が
な
け
れ
ば
搬
出

　せ
ず
救
急
車
を
要
請

　国内で新型コロナウイルス感染が続いています。先月号でもお知らせしましたが今一度、感染防止
対策の徹底をお願いします。
①マスクの着用
　人が集まる場所ではマスクを着用しましょう。特に咳が出る人、発熱のある人はマスクを着用し
外出は控えましょう。
　（現在、市販のマスクが入手しにくくなっていますが、インターネットで手作りマスクの型紙等
も公開されています。手作りでおしゃれなマスクを作ってみてはいかがでしょうか。）

②手洗い
　ドアノブや手すりなどに触れることにより手にウイルスが付着している可能性があります。帰宅
したらすぐに流水と石けんでよく手洗いしましょう。家庭でもタオルの共用を避け、個人のタオル
やペーパータオルを使用しましょう。

③手指消毒
　アルコールを含む手指消毒薬が有効です。手にまんべんなく摺りこんでください。

④咳エチケット
　他人に感染させないよう、咳やくしゃみをするときはマスクを着用するか、マスクがないときは
ティッシュやハンカチで口と鼻を覆いましょう。なにもないときには上着の内側や袖で口や鼻を覆
いましょう。

⑤強い免疫を維持する
　強い免疫を維持するため十分な栄養・休養・睡眠をとり適度な運動を行い、ストレスをためない
ようにしましょう。
　春は空気が乾燥し喉の粘膜の防御機能が低下します。加湿器などを使って適度な湿度（50～
60％）を維持しましょう。
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と
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、
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。
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、
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、
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の
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。
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こ
れ
ら
の
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に
多
く
見
ら
れ
、「
交
通

事
故
」
に
よ
る
死
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者
数
よ
り
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
を
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ぐ
た
め
、
高
齢
者

本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
で
見
守
っ
て
い

る
家
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な
ど
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う
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保健師

片桐　沙希 374

　今年度の住民検診は受診され
ましたか？日南町では、令和元
年度から３年間をかけて検診受
診率80％を目指し、取り組んで
いるところです。今月号では、
今年度の各がん検診受診率(速
報値)と、各がん検診の検査方
法についてご紹介します。参考
にしていただき、年１回は検診
を受けましょう。

受けよう！がん検診

○
胃
が
ん
検
診
○

　
受
診
率
は
︑
32
．６
％
と
︑
直
近
３
年

間
で
最
も
高
い
受
診
率
で
し
た
︒
今
年
度

か
ら
︑
日
南
病
院
で
も
胃
カ
メ
ラ
検
診
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
︑
受
診
可
能
な
医
療

機
関
が
３
箇
所
に
増
え
て
い
ま
す
︒
来
年

度
も
集
団
検
診
︵
バ
リ
ウ
ム
検
査
︶︑
医

療
機
関
検
診
︵
胃
カ
メ
ラ
検
査
︶
共
に
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
︑
受
け
や
す
い
場

所
や
方
法
を
選
び
︑
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ

い
︒

○
肺
が
ん
検
診
○

　
受
診
率
は
︑
32
．５
％
で
し
た
︒
現
在
︑

集
団
検
診
の
会
場
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
︑

喀
痰
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

○
大
腸
が
ん
検
診
○

　
受
診
率
は
37
．３
％
で
し
た
︒
大
腸
が

ん
検
診
は
︑
ご
自
宅
で
の
採
便
に
よ
る
便

潜
血
検
査
を
行
い
ま
す
︒
な
お
︑
採
便
容

器
は
︑
当
日
会
場
に
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
ご
家
族
分
に
つ
い
て
も
受
付
が
で
き
ま

す
︒
集
団
検
診
に
お
越
し
い
た
だ
く
際
に

は
︑
ご
家
族
分
の
採
便
容
器
の
持
ち
帰
り

に
つ
い
て
も
︑
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
︒

○
子
宮
が
ん
検
診
○

　
受
診
率
は
41
．７
％
で
し
た
︒
子
宮
が

ん
検
診
は
︑
集
団
検
診
だ
け
で
な
く
︑
西

伯
病
院
で
も
受
診
で
き
ま
す
︒
対
象
は
20

歳
以
上
の
女
性
で
︑
他
の
が
ん
検
診
と
比

べ
て
若
い
時
期
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
︒

子
宮
が
ん
検
診
の
み
を
受
診
す
る
際
に
︑

﹁
集
団
検
診
は
日
程
が
限
ら
れ
て
受
け
に

く
い
﹂
と
い
う
方
は
西
伯
病
院
で
の
受
診

を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
と
︑
都
合
の
良

い
日
に
受
診
で
き
ま
す
の
で
お
勧
め
で

す
︒

○
乳
が
ん
検
診
○

　
受
診
率
は
70
．７
％
で
し
た
︒
子
宮
が

ん
検
診
と
同
様
︑
西
伯
病
院
で
も
受
診
で

き
ま
す
︒
ま
た
︑
乳
が
ん
検
診
は
対
象
が

40
歳
以
上
の
奇
数
年
齢
の
女
性
で
︑
隔
年

と
な
り
ま
す
︒
２
年
に
１
回
の
た
め
︑
令

和
元
年
度
対
象
で
な
か
っ
た
方
は
︑
令
和

２
年
度
が
対
象
と
な
り
ま
す
︒
こ
の
機
会

を
逃
さ
ず
︑
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

 

　　
以
上
が
︑
現
在
日
南
町
が
実
施
し
て
い

る
が
ん
検
診
で
す
︒
来
年
度
も
︑
沢
山
の

皆
様
の
受
診
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒
来

月
号
で
は
︑
令
和
２
年
度
の
集
団
検
診
の

日
程
や
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
！

　
住
民
検
診
に
関
す
る
ご
不
明
な
点
は
︑

福
祉
保
健
課(

８
２
ー
０
３
７
４)

ま
た
は

住
民
課(

８
２
ー
１
１
１
２)

ま
で
︑
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

集団検診は
バリウム検査

医療機関検診は
胃カメラ検査

マンモグラフィー
検査のみの検診で
す。

ご自宅で２日分採便して、
後日回収日に提出していた
だきます。

子宮がん検診は、
プ ラ イ バ シ ー に
配慮して安心して
受けられる検診です｡

増加

か
く
た
ん

25.032.6
34.232.5

40.137.3
47.7 41.7

79.3
70.7

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮 がん 乳がん

Ｈ30年度　　Ｒ元年度

日南町がん検診受診率推移（％）

80

40

0
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　「
こ
ん
ば
ん
は
Ⅱ
」
は
、
夜
間
中
学
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
夜
間
中
学

に
は
公
立
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
自
主

的
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
年
齢
・
国
籍
の
生
徒
が
一
所
懸
命

学
ん
で
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
ま
で
み

ん
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
す
。
生
徒
は
義
務

教
育
の
機
会
を
十
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た

人
た
ち
で
す
。
昼
間
働
き
な
が
ら
通
っ
て

い
る
生
徒
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　入
学
の
動
機
は
「
学
力
を
つ
け
た
い
」「
読

み
書
き
を
学
び
た
い
」
卒
業
生
の
４
分
の

３
が
高
校
進
学
や
就
職
を
し
て
い
ま
す
。

百
歳
体
操
（
三
栄
ヒ
ル
ガ
オ
会
）

令
和
２
年
度
第
１
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
「
１
０
０
円

モ
ー
ニ
ン
グ
」
を
１
月
17
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、荒
金
敏
文
さ
ん
（
阿
毘
縁
）

を
お
招
き
し
て
サ
ッ
ク
ス
演
奏
を
し
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
楽
し

く
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
和
や
か
に
過

ご
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　町

人
権
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
毎
週
火
曜

日
に
１
０
０
歳
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　２
月
４
日
に
は
食
育
推
進
員
の
皆
さ
ん

に
、
あ
か
ね
ご
は
ん
・
豚
肉
の
塩
麹
焼
き
・

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
不
要
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
野

菜
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
に
な
ろ
う
！
」

身
体
に
優
し
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
体
操
終

了
後
、
参
加
者
と
一
緒
に
料
理
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
楽
し
く
会
食
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
異
文
化
交
流
」
食
文
化

日
南
町

　外
国
語
指
導
助
手

ハ
ン
セ
カ
ー

　ア
オ
イ

　ア
ン
さ
ん

３
月
６
日
に
予
定
し
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
・

イ
ギ
リ
ス
料
理
（
シ
ェ
パ
ー
ド
パ
イ
）
は
、

新
型
肺
炎
感
染
防
止
の
た
め
延
期
と
な
り

ま
し
た
。

第
12
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

町
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ

「
識
字
教
育
」

映
画
「
こ
ん
ば
ん
は
Ⅱ
」

日
南
町
人
権
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　伊
田

　哲
朗
さ
ん

　現
在
、
公
立
の
夜
間
中
学
は
８
都
府
県

に
31
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
で
は
、
少
な
く
と
も
各
都
道
府
県
に

１
校
は
設
置
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
支
援

を
行
い
、
設
置
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
夜
間
中
学
が
必
要
な
の
か
、
こ
の
映
画

の
中
に
答
え
が
見
え
て
き
ま
す
。

　今
回
は
、
伊
田
さ
ん
が
教
員
時
代
に
、

映
画
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
神
戸
市
立
丸

山
中
学
校
西
野
分
校
と
交
流
さ
れ
た
お
話

や
教
員
生
活
の
中
で
、
夜
間
や
定
時
制
高

校
で
の
人
と
の
つ
な
が
り
や
学
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
「
学
ぶ
こ
と
が
生
き
る
こ
と
」
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日

　時

　４
月
14
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　18
時
30
分
〜
20
時

場

　所

　町
人
権
セ
ン
タ
ー



◇
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

　平
成
27
年
か
ら
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　多
里
遺
族
会
が
平
成
２
年
ご
ろ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹
し
、
管
理

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
遺
族
会
員
の
高
齢
化
等
で
平
成
18
年
頃
に

は
、
管
理
が
厳
し
い
状
態
の
よ
う
で
し
た
。

　そ
の
状
況
を
見
て
平
成
25
年
に
〝
桜
公
園
を
守
る
会
〞
を
設
け
、

手
入
れ
他
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

◇
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　毎
年
春
、
夏
、
秋
に
下
草
刈
り
や
間
伐
等
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

公
園
の
整
備
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
桜
の
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
は
入
口

に
看
板
の
設
置
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ぼ
ん
ぼ
り
の
飾
り
つ
け
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
に
は
遊
歩

道
も
整
備
し
、
よ
り
公
園
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
令
和
元
年
度
に
は
「
公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
」
か
ら
さ

く
ら
の
保
護
・
育
成
に
尽
力
し
た
団
体
と
し
て
「
さ
く
ら
功
労
者
」
に
選
ば
れ
表
彰
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
活
動
上
困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　公
園
を
樹
木
と
と
も
に
管
理
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
大
変
で
す
。
病
気
に
な
っ
た
木
も
多
く
伐

採
も
必
要
で
、
年
間
３
回
は
作
業
し
ま
す
が
参
加
者
は
増
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
地
域
外
の
方
に
も

　広
く
呼
び
か
け
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　公
園
内
に
ベ
ン
チ
や
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
来
園
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
お
も
て
な
し
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
期
間
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
し

だ
れ
桜
な
ど
の
植
樹
も
３
月
に
行
う
予
定
で
す
。

　

※

桜
も
満
開
だ
け
で
な
く
、
桜
吹
雪
舞
う
落
花
の
こ
ろ
も
美
し
い
春
の
風
景
で
す
。
こ
の
美
し
い
風
景
を
楽
し

　め
る
も
の
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
作
業
活
動
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
ご
苦
労
も
感
じ
な
が
ら
春
の
里
山
（
新

　屋
の
桜
公
園
）
を
訪
ね
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　気
候
に
も
よ
り
ま
す
が
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
が
見
頃
の
よ
う
で
す
。
た
だ
、
日
中
は
〝
ブ
ト
〞
が

　多
い
の
で
虫
よ
け
対
策
が
必
要
で
す
。

81
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

多
里
（
新
屋
）
の
〝
さ
く
ら
〞
ス
ポ
ッ
ト
ご
存
じ
で
す
か
！
！

　地
域
の
皆
さ
ん
が
桜
と
公
園
の
管
理
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
桜
公
園
を
守
る
会
」
会
長
の
山
本
吉
文
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
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　先日、今年度ボランティアに参加してくだ

さった方へアンケートを行ったところ、嬉しい

言葉をいただきましたので、一部をご紹介致し

ます。

〇マラソン大会のボランティアに参加してみて、
　子ども達の頑張っている姿が間近に見えて嬉
　しかった。子ども達の頑張る姿は大人も元気
　にしてくれると思った。
〇児童とふれあう機会がほとんどないので、楽
　しみにしています。
〇学校以外でも、地域で出会った時に児童が声
　をかけてくれる。
〇一住民だと、なかなか学校に足を運ぶ機会も
　なく、学校を身近に感じることは少ないと思
　いました。学校もコーディネーターも子ども
　や地域に心を砕いてくださっていると思います｡
〇私にとって、子どもさん達との距離が身近に
　感じられました。例えば、本の修理をしてい
　ると、何人かの子どもさんが来られ、｢私も
　やりたい。｣と言われ、｢じゃあ、手伝って。｣

　という感じでおしゃべりをしながら作業をし
　ていると、普通の会話ができたりし、また、
　子どもさんの得手不得手が見えたり、それを
　友達同士で教え合っている姿が見られたりし
　ます。廊下で出会うと声をかけてくれ、ハイ
　タッチをしてくれる子どもさんもいます。私
　の一番の思い出は、紙芝居の読み聞かせを、
　私のためにしてくれた子どもさんです。当番
　の日には、今日はどんな紙芝居を読み聞かせ
　しようと選んだり、本も本棚から選んだりし
　て、私のために読み聞かせしてくれる子ども
　さんと仲よくなるきっかけを作ってくれまし
　た。子どもさん達に改めて私も成長させても
　らった気持ちです。

　にちなん子ども応援隊はいつでもボランティ

アを募集中です。

　連絡先…日南町教育委員会(0859-82-1118)

　　　　　コーディネーター携帯

　　　　　　　　　　　　　(080-5232-7712)

にちなん子ども応援隊だより No.83



　２月27日（木）の夜に発表された政府による新

型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休

校措置に関する要請を受け、日南町では、国およ

び県教育委員会の方針にもとづいて、３月２日

（月）から日南小学校、日南中学校の臨時休校を

決定しました。また、３月13日(金)の県教育委員

会からの要請を受け、小中学校の分散登校を実施

することとなりました。このことにつきまして、

保護者や町民の皆様にご理解・ご協力をいただき

ましたこと、誠にありがとうございました。

　休校後は、多くの児童生徒が自宅で過ごすこと

となり、随分とご不便をおかけしたものと思いま

す。仕事の都合などで、放課後児童クラブにお子

さんを預けなければならないご家庭もありました

が、多くのご家庭で対応していただき、混乱もあ

りませんでした。保護者の皆さんのご協力あって

のことと思います。改めて感謝申し上げます。

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

小中学校の臨時休校措置について

学校における「働き方改革」
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　また、卒業式も在校生や来賓の参加を取りや

め、例年とは大きく異なる形で行うこととなり、

卒業生をはじめ、多くの方が残念な思いをされた

ことと思います。しかし、各地で卒業式が中止に

なったり、各種イベントや会合等も相次いで中止

されたりする中、「せめて卒業式は」と多くの方

にご理解いただき、開催することができたことに

感謝したいと思います。

　４月以降もまだまだ新型コロナウイルスの影響

は大きいと思われますが、いよいよ新年度が始ま

ります。卒業生は新しい学校で、在校生もそれぞ

れ進級して、新たな１年がスタートします。日南

町の子どもたちにとって実り多い１年間になるこ

とを期待したいと思います。また、町民の皆様に

は、今後も学校教育へのご理解とご協力をお願い

いたします。

　最近の学校には様々な教育課題がのしかかり、

子どもをめぐる問題も複雑化・困難化する中で、

教員の業務量は増え続け、長時間労働や人手不

足、メンタルヘルスの問題等、学校＝「ブラッ

ク」というイメージさえあるようです。こういっ

た背景もあり、学校にもいよいよ「働き方改革」

の波が押し寄せてきました。

　昨年12月に行われた法改正により、次のような

ことが決定され、４月からの学校には大きな変化

が求められています。

①教員の時間外勤務時間は、年間360時間（多い

　月でも最大45時間）を上限とすること。

②学校・教員の業務内容（何が学校や先生の仕事

　なのか）の見直しを行うこと。

③部活動等への外部人材の活用や部活動ガイドラ

　インの遵守によって、部活の負担を減らすこと。

④個々の事情を踏まえて、長期休業中に休日のま

　とめ取りができるようにすること。

⑤取り組み状況を市町村ごとに把握し、公表する

　こと。　・・・など。

　そもそもこれらの改革は、

業務改善により、教員が子ど

もたちと向き合う時間を確保

し、学校教育の向上を図るた

めのものですが、学校の姿を

大きく変えるものでもありま

す。例えば、教職員は概ね夕方６時半までには退

勤し、これまで自宅に持ち帰って行うこともあっ

た授業の準備などの業務も、退勤までに学校で行

わなければなりません。また、土日等に部活指導

を行うためには、その他の業務にかける時間を削

減する必要もあります。また、学校行事をはじ

め、学校の業務内容そのものも見直しを行い、業

務量全体を減らしていくことも必要です。

　教育委員会では、学校教育の改善のために、学

校の働き方改革を推進してまいります。保護者や

地域の皆様には、今後、地域の中で子どもたちの

居場所づくり・受け皿づくりにお力添えいただき

たいと考えていますので、ご理解・ご協力をお願

いいたします。

【図】1週間当たりの学内総勤務時間数の分布

平成28年度教員勤務実態調査(文部科学省)より



米子市の企業が２度目の購入

　㈱ヒノコンサルタント（米子市：松本義政代表取締

役）との町有林Ｊ－クレジット購入に係る売買契約の調

印式が役場第２会議室で行われました。㈱ヒノコンサル

タントのJ-クレジットの購入は、昨年度に続き２度目と

なりました。松本社長は、「近年、多発する自然災害

は、地球温暖化も要因となっている。地域に根差し、環

境に配慮した企業として、SDGs未来都市である日南町

のＪ－クレジットを購入することで、森林環境保全に役

立てれば。」と話されました。

２

17日通本社で日南町フェア

　毎年夏と秋に「とっとり共生の森」事業で日南町

を訪れ、植栽などの環境保全活動を行っている日本

通運㈱（東京都：齋藤充代表取締役社長）の東京本

社で日南町フェアが行われました。今回のフェアは

活動10周年を記念して行われたもので、町内の特産

品約20品目が並び、ほとんどが売り切れる盛況ぶり

でした。また、社員食堂では2月17日～21日まで日

南米が使われ、こちらも好評でした。

２

20

まちの話題まちの話題

忙しいお母さんのために

　松尾農園（松尾光榮さん（新屋））の新商品「松尾さ

んちの　おかゆ　作っときました」が販売開始となり、

町長室で試食会が行われました。新商品は松尾さんご自

身が「風邪をひいたときにおかゆを作る人がいなかっ

た。」との実体験をきっかけに、忙しいお母さんのため

にと作られました。味付けは塩のみで、そのままやトッ

ピングもしてもおいしくいただけます。試食した中村英

明町長も「いい塩加減でおいしい。」と話していまし

た。

２

28

道の駅でひな祭りイベント

　道の駅「にちなん日野川の郷」でひな祭りイベントが開催

されました。イベントでは、光工房（松尾光榮さん（新

屋））の教室で作成された手作り雛が展示されたほか、町内

外の子ども達のお雛さんのぬり絵も展示され、ぬり絵をした

子どもにはひなあられがプレゼントされました。また、３月

７日にはホームランド多里

のちらし寿司とぼた餅、翌

８日にはいなかや本舗のち

らし寿司の販売も行われま

した。なお、展示は３月31

日まで行われる予定です。

 広報にちなん令和２年４月　  10

まつもと よしまさ

まつお

なかむらひで

あき

さいとう  みつる

みつえ

まつお みつえ

３
１～31



　イチイ荘で飼育されているヤギのペーター（オ

ス）とハイジ（メス）の子どもが、１月23日に誕生

しました。生まれたのはメスで、にちなん保育園の

園児たちが名前を決め、「クララ」と命名されまし

た。クララはペーターとハイジと同じ柵の中で、元

気よく走り回ったり、餌をもりもり食べたりと愛く

るしい姿を見せてくれています。

クララと呼んでください
３

12

26人の生徒が門出

　日南中学校の卒業式が、新型コロナウイルスの影響

で簡略化されて行われました。式では、全員に卒業証

書が手渡され、吹野玉枝校長から式辞が伊田典穂教育

長から告辞が述べられ、中村英明町長からのメッセージも伝えられました。卒業生を代表して髙橋颯太さんが仲間

との思い出を交えながら答辞を述べ、式の前に収録した桜ノ雨の合唱の映像が流されました。普段とは違う状況の

卒業式の中、生徒会執行部が教室の飾りつけを手伝うなど限られた中で、最大限の思いのこもった卒業式となりま

した。

３

10

まちの話題まちの話題
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ふきの たまえ い　 だ

たかはし そうた

のりほ

なかむら ひであき



　令和元年度「住民主体

のつどい交流会」が町総

合文化センター多目的

ホールで行われました。

集いでは、食をテーマに、

町が発行している「食の

つながり帳」についてや、ローソン生山店の移動販売

の取り組みについて等の説明がありました。また、住

民主体のつどいに継続して参加しておられる90歳以上

の方などの表彰を行ったほか、｢食」についてなどの意

見交換も行われました。表彰を受けた長寿の皆さんに

長寿の秘訣をお聞きすると｢好き嫌いなく野菜を中心に

なんでもよく食べること｣「畑や俳句、絵の趣味など好

きなことをする」が秘訣だと話してくださいました。

２

21 つどいのグループが集まり交流

　「日本海新聞ふるさと大賞2019」日南町の部表彰式

が、役場庁議室で行われました。地域貢献賞は、地元

のりんごなど使った特産品を作っている「阿毘縁特産

グループ」（林冨實代代表、9人）がスポーツ功労賞

は、米子工業高校バレー部の主将としてインターハイ

に出場した青戸創志さんがそれぞれ受賞しました。受

賞者を代表して林代表が「皆さんに支えられてここま

でやってこれた。これからも無理なく和気あいあいと

活動したい。また新たな商品開発にも取り組みた

い。」と謝辞と意気込みを話されました。

３

５
スポーツ振興と地域発展に寄与した

個人、団体を顕彰

　第8回池田亀鑑賞授賞式(主催：池田亀鑑文学碑を守

る会(加藤和輝会長))が町総合文化センター多目的ホー

ルで行われ、北海道武蔵野女子短期大学の本宮洋幸准

教授の著書「うつほ物語の長編力」が受賞しました。

本宮准教授は受賞記念講演を行い、集まった古典文学

に興味のある町民や関係者など約50人が公聴しました。

そのほか特別講演なども行われました。式典は今回で

最後の予定でしたが、中村英明町長の要望もあり来年

度の開催も決定しました。

　令和元年度日南町バドミントン大会並びに日南町

小・中学生バドミントン交流大会が町体育館で行わ

れ、熱戦が繰り広げられました。各部の結果は下記の

とおりです。

◆結果（敬称略）
〇令和元年度日南町バドミントン大会
　　優勝　日野上
〇令和元年度日南町小・中学生バドミントン交流大会
　【小学校男子の部】優勝　宇田　知生・川部　春愛
　【小学校女子の部】優勝　増浦美来依・淺田　純伶
　【中学校男子の部】優勝　山形　樹生・高橋　海斗
　【中学校女子の部】優勝　飛田　悠凪・藤井　蘭帆

２

23 今年度最後の熱戦

　働き盛り世代の健康づくりの一環として「RIZAP健

康セミナー」町総合文化センターで開催され、20代～

50代の町民約30人が参加しました。講師にライザップ

㈱（東京都）のライザップ教育開発部西日本チームの

若山博行メディカルトレーナーが、食生活の改善や基

礎代謝の上がるスクワットや筋トレについて講演され、

その後20分間参加者と実

際に筋トレを行いました。

若山メディカルトレナー

は「まずは2週間を2人以

上で実施する習慣を」と

アドバイスしていました。

２

19 働き盛り世代に健康セミナー

２

22 北海道の研究者が受賞

まちの話題まちの話題

わかやま  ひろゆき

ほんぐう  ひろゆき

なかむら   ひであき

　昨年3月に設立された日南大建㈱（福知義久代表取締

役）の工場新築工事の起工式が、㈱オロチ工場裏手の

建設予定地で行われ、関係者ら約20人が参列し神事が

行われました。福知社長は

「県や町の支援があっての

旅立ちとなった。施設の操

業からが本当のスタートに

なる。木材産業の発展に寄

与したい。」と話されまし

た。建設される工場では、

㈱オロチで製造したLVL

(単板積層材)に防腐・防蟻

の処理を行う予定です。

２

27 日南大建の工場建設が開始

う　 だ

ますうら

とびた ゆうな

やまがた たつき たかはし かいと

ふじい か　 ほ

あさだ すみれみ　 ら　 い

ともき かわべ ときあ
かとう   かずてる

ふくち よしひさ
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はやし ふ　  み　  よ

あおと そうし
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こ
の
数
回
、
電
気
柵
の
話
を

し
て
き
た
の
で
、
今
回
は
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
お
話
で
す
。

　
今
年
は
驚
く
ほ
ど
の
暖
冬
、

雪
の
少
な
さ
で
し
た
が
、
例
年

は
雪
が
降
る
と
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
が
押
し
倒
さ
れ
た
り
、

ひ
し
ゃ
げ
た
り
し
た
経
験
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

雪
で
壊
さ
れ
る
の
を
避
け
て
林

内
に
設
置
し
た
け
ど
見
回
り
が

大
変
で
、
気
が
付
け
ば
入
ら
れ

て
い
た
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま

す
。
雪
は
積
も
る
と
重
た
い
も

の
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
柵
が
壊

れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、

雪
が
降
る
前
に
し
て
お
か
な
い

と
、
柵
が
壊
れ
や
す
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
こ
ち
ら

の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
雪
が
積
も
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
は
半
分
の
高
さ
ま
で
埋

も
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
柵
を
よ

く
見
る
と
雪
玉
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
と
、
金
属
の
柵
線

が
は
っ
き
り
見
え
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
差
は
何

か
？
そ
れ
は
柵
線
に
ツ
ル
が

巻
き
付
い
て
い
る
か
ど
う
か

で
す
。
こ
の
く
ら
い
の
ツ
ル

で
あ
れ
ば
、
少
し
雪
が
つ
く

ぐ
ら
い
で
す
が
、
ツ
ル
が
も
っ

と
巻
き
付
く
と…

　
こ
の
写
真
の
よ
う
に
一
気

に
柵
に
雪
が
積
も
り
、
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
２
枚
の
写
真
は
同
じ
日
に

同
じ
場
所
で
撮
っ
た
も
の
で

す
。
ツ
ル
が
巻
き
付
い
て
い

る
か
ど
う
か
で
、
こ
ん
な
に

も
差
が
あ
る
の
で
す
。
ツ
ル

が
巻
く
以
外
に
も
、
柵
の
近

く
に
サ
サ
や
ス
ス
キ
が
生
え

て
い
る
と
、
雪
が
降
っ
た
時

に
柵
に
張
り
付
き
、
雪
だ
ま

り
を
作
っ
て
し
ま
う
の
で
、

雪
の
重
さ
が
柵
に
直
接
の
し

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
雪
が
降
る
前
に
、
ツ
ル
を

除
去
す
る
、
柵
周
辺
の
サ
サ

や
ス
ス
キ
を
刈
り
は
ら
う
こ

と
で
柵
は
壊
れ
に
く
く
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く

だ
さ
い
。

獣害対策
最前線

ひしゃげる柵

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

　
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一

期
生
の
研
修
が
無
事
に
終
了
し
、
７
人
全
員
が

卒
業
し
６
人
（
県
外
出
身
者
３
人
）
が
日
南
町

で
林
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う

一
人
は
、
林
業
の
研
究
を
続
け
る
た
め
林
業
関

連
の
仕
事
を
す
る
予
定
で
す
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

で
学
ん
だ
「
安
全
」
と
「
改
善
」
意
識
を
常
に

持
ち
続
け
技
能
向
上
を
重
ね
、
長
く
林
業
に
従

事
し
て
日
本
の
山
を
守
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
２
期
生
も
７
人
が
入
学
予
定
で
、
１
年
間
じ
っ

く
り
研
修
を
積
ん
で
、
林
業
の
担
い
手
と
し
て

大
切
に
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
研
修
の
様
子

は
、
随
時
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹

介
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
早
速
で
す

が
、
３
期
生
の
募

集
も
始
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

　https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
１
期
生
の
卒
業
。

２
期
生
の
研
修
開
始

「少しの間でも子どもは自動車内で熱中症に！！

【事　例】駐車場で車のカギを車内に置き忘れて外に出たら、突然ドアがロックされて、１歳の息子

が車内に閉じ込められてしまった。救急要請したが、軽度の熱中症にかかってしまった。

（当事者：１歳　男児）

【対処法】①子どもが自分で車内からカギをかけてしまったり、車のカギで遊んでいるうちにロッ

クボタンを押してしまったりして、子どもが閉じ込められてしまうことがあります。

②特に夏場の自動車内は、極めて短時間で高温になります。熱中症になる危険性が高いので、車を

降りる際は絶対に子どもを車内に残してはいけません。

③車の年式や車種によっては、電子キーの電池が切れることで施錠されてしまう場合があります。

取扱説明書で電池が切れた際の開錠方法を確認しておきましょう。

※何か問題が起こったら、企画課の消費相談窓口で相談しましょう。

平日：役場企画課　TEL  82-1115　　土･日：鳥取県消費生活センター　TEL  0859-34-2648

に電話してください。

これまでの０５７０－０６４－３７０も使えます。

vol.50
は
い
！ 

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
す

福田登代子 相談員

く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
や
最
新
の
消
費
生

活
ト
ラ
ブ
ル
を
お
伝
え
し
ま
す
。
知
っ
て

お
く
と
適
切
な
対
応
が
で
き
ま
す
。



 広報にちなん令和２年４月　  14

オッサン

ショウオが行く 本松　彩実さんhair&eye Feluce

　もともとは米子市で美容師として働き、その後鳥取市でま

つ毛エクステのお店で働いていました。そこから自宅で仕事

ができるようにしたいと起業することを考えました。はじめ

は米子市でお店をしようと思っていたのですが、日南町チャ

レンジ企業支援制度を知り、地元である日南町でお店をする

ことにしました。この制度がなければ絶対にお店をすること

はできなかったと思います。

　実家の一部を改装してお店をしているので、母が子どもを

見てくれるので助かっています。あとは子育て支援センター

があり、保育料が無料など日南町は子育てに手厚く、子育て

をしやすい環境が整っているので、子育てしながらお店がで

きると思います。

子育てしながらお店をするのは
　　　　　　　　　　大変そう？

　有難いことに土日の予約を多くいただいています。米子か

らも来てくださるお客様もおられ、近所の方からは、おしゃ

れな人が歩いていて町の雰囲気が明るくなった。と言ってく

ださる方もおられます。若い方だけでなく、ご年配の方で白

髪染めをしに来てくださるお客様もおられます。

お店をオープンして反響は？

　私と同じような子育て中のお母さんにもたくさん来てもら

いたいです。町内の中には、時間をかけて米子まで行って

カットやまつ毛エクステをされている方もおられると思いま

す。子育て中はいろいろ大変ですし、その通う時間だけで出

来ることがメリットなのではと思っています。

来てもらいたいお客さんは？

今後してみたいことは

　先日、子育て支援センターで無料の出張まつ毛エ

クステをさせていただき、カンガルークラブの多く

のお母さん方に来ていただきました。今後は、あか

ねの郷で入居者の方にメイクやネイルをして、入居

者の方が明るく元気になってもらえたらと考えてい

ます。

最後に

　まつ毛エクステは怖いとか、痛いとか、派手にな

りすぎるのではと言われる方もおられますが、そん

なことはありません。自然なまつ毛エクステもあり

ます。男性のカットもできますので、是非一度お越

しください。ちなみに今は平日が狙い目ですので、

よろしくお願いします。

hair&eye Feluce
日南町上石見 837-4　TEL 090-5702-5947

営業時間：9：00～18：00( 不定休・予約制 )

もとまつ　　　　さいみフェルーチェ

２月１９日にNEW　OPEN　まつ毛とヘアーのトータルサロン

日南町でお店を始めたきっかけは？
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□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

「ふるさと日南邑」指定管理者の変更についてお知らせ

□

ごみの屋外焼却（野焼き）は法律で禁止されていますお知らせ
○野焼きの禁止について

「５年以下の懲役」
「１０００万円以下の罰金

またはその両方

○野焼きの例外規定

□

町営バスの冬期ダイヤ運行終了についてお知らせ

□

ペットボトルを正しく分別しましょう！ペットボトルを正しく分別しましょう！ペットボトルを正しく分別しましょう！

資源ごみ、不燃ごみ、不燃性粗大ごみ、ペットボトル直接持込の問い合わせ先

　ペットボトル（飲料、めんつゆ、みりん等の容器）は、
きれいに洗い、ふた・ラベルをとり、他のごみと混ぜないで
つぶさずに出してください。

町営バスの運行時間が一部変更となりますお知らせ

□

□
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□ □ □ □ □ □ □

司法書士による「無料法律相談会」催し

□

□
□

□

職業訓練の受講生募集募集

□ □

ノルディックウォーク＆ラジオ体操教室のご案内募集

□

□

鳥獣被害対策出前講座の希望集落募集募集

□

宝くじの助成金で整備しました！お知らせ

令和２年度　第45回生涯学習学級人生学園園生募集募集
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

ふ
っ
く
ら
と
新
聞
届
く
春
の
兆
し

　
　
　
　
　
　

  

生
　山
　渡
辺
　圭
子

ぼ
ん
や
り
と
外
灯
が
潤
む
冬
の
夕
暮
れ

　
　
　
　

  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

ぽ
こ
ぽ
こ
と
生
ま
れ
出
て
来
る
春
を
待
つ

　
　
　

  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

花
瓶
の
梅
が
微
か
に
匂
う
せ
か
せ
か
二
月
行
く

　

  

茶
　屋
　小
林
　道
子

会
い
た
く
て
便
り
に
秘
め
て
送
る
梅
一
輪

　
　
　

  

茶
　屋
　木
山
　操
子

銀
色
の
ネ
コ
柳
も
う
春
な
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　

  

生
　山
　弓
場
　里
恵

初
雪
が
急
く
白
菜
取
り
込
ん
で
漬
け
る

　
　
　
　

  
印
　賀
　久
代
　幹
子

背
に
ぬ
く
い
道
端
腰
お
ろ
し
語
ら
う
一
時

　
　
　

  

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

畑
に
残
し
た
白
菜
吹
き
立
つ
陽
の
温
も
り

　
　
　

  

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

柳
芽
見
え
手
さ
し
延
べ
た
小
路
の
散
歩

　
　
　
　

  

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

神
の
声
か
し
こ
み
聞
く
や
初
み
く
じ

　
　
　

  

　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

一
峠
越
せ
ば
故
里
雪
残
る

　
　
　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　田
辺
登
志
美

冬
牡
丹
わ
ら
の
衣
で
み
え
隠
れ

　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　船
越
　裕
子

侘
助
の
つ
ぼ
み
凜
と
し
四
温
風

　
　
　
　
　

  

　
　矢
　戸
　和
田
　淑
子

春
う
ら
ら
大
正
琴
を
弾
い
て
み
る

　
　
　
　
　

  

　豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

暖
冬
で
異
変
感
ず
れ
ば
新
コ
ロ
ナ

　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

忘
れ
ま
じ
長
き
冬
路
の
宿
り
木
の

　
　
　
　
　紅
き
椿
と
か
す
み
の
寮
を

宝
　谷
　横
谷
　秀
子

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

ゆ
び
す
け

し
お
ん

か
ぜ

こ
ろ
も

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
が
り
を
見
せ
る
中
、

日
南
中
学
校
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
違
い
、

来
賓
や
在
校
生
の
参
加
は
な
く
、
国
歌
や
校
歌
の
斉
唱
が
な

い
な
ど
簡
略
化
さ
れ
、
全
員
が
マ
ス
ク
着
用
と
感
染
対
策
を

講
じ
て
の
式
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
、
生

徒
会
執
行
部
は
式
へ
の
参
加
の
直
談
判
を
学
校
や
教
育
委
員

会
に
し
た
そ
う
で
す
。
彼
ら
の
、
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
卒

業
す
る
３
年
生
と
の
絆
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
す
る

こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
で
す
が
、
教
室
の
飾
り
つ
け
を
手
伝

う
こ
と
で
、
在
校
生
を
代
表
し
て
３
年
生
へ
の
感
謝
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
黒
板

に
は
A
L
T
の
ハ
ン
セ
カ
先
生
が
10
時
間
か
け
て
チ
ョ
ー
ク

ア
ー
ト
を
描
く
な
ど
、
限
ら
れ
た
中
で
精
一
杯
の
送
り
出
し

が
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
暗
い
話
題
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
広
報
に
ち
な
ん
で
は
少

し
で
も
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
中
で
心
温
ま
る
よ
う
な
出
来
事
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
是
非
企
画
課
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

  

今
月
も
一
句

　
　ウ
イ
ル
ス
に

　負
け
て
た
ま
る
か

　鳥
取
・
日
南

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

雪
降
り
て
今
年
の
稲
作
O
K
か

　
　
　
　農
家
の
思
い
天
の
み
ぞ
知
る

下
石
見
　浅
川
　三
郎

黄
金
の
こ
こ
ろ
ほ
の
ぼ
の
福
寿
草

　
　
　
　陽
春
の
一
筆
あ
な
た
に
贈
る

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

は 

　る

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　４
月
の
学
習
会
は
未
定
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「
コ
ロ
ナ
」

「
ウ
イ
ル
ス
」

４
月
の
日
程

左手は、自分から見て“Ｃ”を表
すように、指をくっつけて丸める
左手に指を開いたら右手をあてて
左から右に動かす
※太陽の周りに見えるコロナを表
している

目にあてた左手５指の輪の下で、
人さし指と中指をのばした右手を
右から左に回す
※顕微鏡をのぞいて見えることを
表している



　新型コロナウイルス感染拡大が止まりません。
　例年この時期には、児童生徒の卒業式があり、
また、様々な事業・イベントが開催される予定
でしたが、ご承知の通り自粛・中止・延期・休

校・無観客試合等が全国各地で起こっています。併せ
て、人や物の動きが停滞し、経済にもその影響が表れ、
対応策も出てきていますが、世界的な動きになり、原
油価格や円相場・株価などのマネーの目詰まりが始
まっています。さらには、感染拡大防止策としてそれ
ぞれの国が入国禁止あるいは２週間の滞在期間を設け
るなど、深刻な状況になりつつあります。
　私は、３月20日からの児童生徒の海外派遣事業の取
りやめを２月17日に決断しました。１か月後のことで
したが、感染状況が予測不透明な時期でもあり（2003
年のSARSでは、7月中旬ごろに終息宣言）、楽しみに
していました子ども達にはかわいそうですが、「不安
が残る中での派遣」「行く人行かない人を作りたくな
い」という思いで中止とさせていただきました。
　一刻も早い終息を願うばかりですが、今は国民全体
が「協力と努力」の時期ではないでしょうか。日本人
の国民性を鑑みても可能なことと信じたいものです。

（令和２年２月16日～令和２年３月15日受付分）

令和２年２月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,996（ー 14）  ■人 口  4,470 （ー 28）
■    男 2,099（ー 17）  ■　  女  2,371 （ー 11）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

西　村　安　子 　　88歳　　　 笠　木

山　本　利　明 　　87歳　　　 菅　沢

木　村　一　德 　　59歳　　　 福寿実

古　都　昭　雄 　　97歳　　　 印　賀

木　山　昌　明 　 100歳　　　 中石見

久　城　粂　子 　　94歳　　　 　霞

長谷川　政　之 　　82歳　　　 福　塚

舟　越　三榮女 　　86歳　　　 矢　戸

高　平　勝　人 　　98歳　　　 豊　栄

河　村　シマヨ 　　96歳　　　 菅　沢

米　積　雄　大　　　　　　　　下石見
(和田) 　みさり　　　　　　　神奈川県

ご結婚おめでとうございます
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町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　県内では限られた場所にしか生育しない。
やや高地の山林中に生育する常緑低木。雄の
木と雌の木がある。日当たりのよい落葉樹林
内の尾根に生える。よく似たミカン科のツル
シキミとは同所的に生えない傾向がある。花
期は６月で、枝先に集まって10個ほどの白色
の花をつける。果実は７－８月に赤く熟して
目立つ。保護するためには明るい広葉樹林を
維持することが重要。

カラスシキミ（ジンチョウゲ科）

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類

投
稿
者
：
自
称
日
南
町
P
R
大
使

時
期
：
1
月
19
日

撮
影
場
所
：
日
南
町
内

『
直 

線
』

蛇
み
た
い
に
グ
ネ
グ
ネ
の
道
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
ま
し
た
。

昔
と
変
わ
る
の
は
少
し
寂
し
い
気
も
し
ま
し
た
が
ま
っ
す

ぐ
に
安
全
に
通
れ
る
っ
て
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

平成31年１月15日生まれ

（父）興三さん　（母）敬子さん

片岡　奏太 くん【 三吉 】
そうた

「
音
楽
大
好
き
」

　音楽が大好きで、音が鳴るとリズムに合わせて上
手に踊ります。車のおもちゃで遊ぶことや、絵本を
読むことも大好きです。
　最近は、ティッシュの箱を自分一人で積み上げて
喜んでいたり、「ありがとう」などのことばを言うと
合わせてお辞儀したり、できることが日々増えて成
長を感じます。
　「ご飯をしっかり食べて、元気でのびのびと育って
ほしいな」とお母さん。

　福栄地域振興センターは、古くは福栄中学校が建ち、そ

の後旧福栄地域振興センターであった、福栄生活改善セン

ターがあった場所に昨年３月に竣工した施設です。その福

栄地域振興センターが建つその地に、福栄中学校があった

頃からこの場にあったのが、この梅並木です。福栄中学校

が町立となり、その後統合されたのは昭和 49年 3月で長

く福栄地域を見守ってきました。その梅の木が咲かせる花

はとても美しく、初めて見る人は桜の花と見間違えてしま

うほどです。この美しい梅の花を一度見に来てはいかがで

すか。

福栄まちづくり協議会 TEL 83－0454問

福栄まちづくり協議会

「桜と見間違える美しい花を咲かせる」福栄地域
　振興センターの梅並木

今月の 1枚 Vol.34


